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容器プラ
80t（3.7％）ペットボトル

17t（0.8％）

可燃ゴミ
1,580t（72.6％）

合　計
2,176㌧

ビン・カン
92t（4.2％）

紙・衣類
305t（14％）

有害ゴミ
5t（0.2％）

粗大ゴミ
30t（1.4％）

不燃ゴミ
67t（3.1％）

平成23年度ごみ処理量 年間総排出量
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ごみを
減らして
地球環境保全

・
経費削減

川西保健衛生施設組合ごみ処理経費の分担額　　約 6,426万円

　　　　　　　　町民１人あたり年間負担額　　約 8,300円  ＋収集運搬費用など

町全体総排出量	 2,176㌧
　　
町民１人あたり年間排出量	 274㎏
町民１人あたりの１日の排出量	 750.7g  （茶わん５杯分ほど）

　川西保健衛生施設組合は佐久市、東御市、立科町が共同で管理運営をしています。その中で、ごみ処理施
設の運営費は、毎年、それぞれの市町からのごみの搬入量に応じて、分担しています。

　ごみの排出量が減れば、町の負担も少なくなります。

人口（平成23年10月1日現在）
　7,942人（外国人含む）

ごみの減量化にご協力ください！

立科町のごみ処理状況

（一杯150g）

環境保健係
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1 .  生ごみの減量化
　・調理くずや食べ残しを減らし、出てしまった生ごみは
　　良く水を切ってから出すか、堆肥化をしましょう
2 .  容器包装ごみの減量化
　・買物のときはマイバックを使いレジ袋や不要な包装は断りましょう
　・返却・再利用のできるリターナブル容器入りの商品を選びましょう
3 .  環境にやさしい買い物
　・計画的な買い物をしましょう
　・リサイクルのできる商品を購入しましょう
　・環境ラベルのついた商品を購入しましょう（エコマーク）
4 .  資源化
　・可燃ごみや不燃ごみとして出しているごみの中には、リサイクルで

きる資源がたくさん含まれています。
　　きれいに洗うなどして、資源ごみとして出しましょう
5 .  リサイクルバザーなどの利用
　・不要になったものは人に譲ったり、フリーマーケットやリサイクル

バザー、リサイクルショップなどへ出しましょう

3Rを実践
しましょ

う

●Reduce：リデュース
ごみを減らす工夫をする

●Reuse：リユース
何度も繰り返し使う

●Recycle：リサイクル
再生資源として再利用

ごみ減量化のポイント

「ごみゼロの日」県下一斉行動について
　県では県下統一の行動日を設け、環境美化運動を推進しています。
立科町においても町内の環境美化を図るため、統一行動日を中心として各地区での清掃活動等に住民の
皆さんのご協力をお願いします。

５月27日㈰ 「ゴミ拾い　やったら心も　きれいだよ」統一行動日 テーマ

　　　　　　立科町マスコットキャラクター

“しいなちゃん”に辞令交付
　昨年12月に、立科町のブランド普及活動を行うため
に決定されたキャラクター“しいなちゃん”の着ぐる
みがこの程完成し、４月２日に小宮山町長より「立科
町マスコットキャラクター」の辞令が交付されました。
　“しいなちゃん”は今後、町内及び町外において、
観光大使として立科町のPR活動を行っていく予定です。
　皆さんのお近くにも伺いますので、可愛がってくだ
さい。

しいなちゃんは、立科に住んでる元気いっぱいの女の子。

立科の食べ物が大好きで、みんなに“立科町”の良さを知って

欲しいと思っています。

出身：信州  立科町

性別：女の子

年齢：ひ・み・つ

身長：りんごを20個重ねたくらい

体重：ナイショ

長所：誰とでもお友達になれること

短所：夏の暑さに弱いこと

趣味：お散歩

特技：スキー、稲の穂を拾うお手伝い

好きな物：大っきなおにぎり、りんご

　　　　　立科のお肉、スズランの花

苦手な物：大〜きな台風

好きなこと：立科町の未来を夢見ること

　　　　　　立科町をみんなに知ってもらうこと

町づくり推進課
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平
成
24
年
度
立
科
町
消
防
団
幹
部
及
び
新
入
団
員
任
命

式
が
4
月
2
日
に
権
現
山
運
動
公
園
屋
内
運
動
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
町
長
よ
り
大
島
団
長
に
消
防
団
長
の
辞
令
が
交
付
さ
れ
、

副
団
長
、
正
副
ラ
ッ
パ
長
、
本
部
長
、
分
団
長
以
下
の
新

幹
部
（
分
団
長
、
副
分
団
長
、
班
長
）
51
名
、
新
入
団
員

23
名
に
大
島
団
長
よ
り
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
4
月
8
日
に
は
、
川
西
消
防
署
員
の
指
導
の
下
、
幹
部

訓
練
、
新
入
団
員
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
立
科
町
消

防
団
は
総
勢
３
９
０
名
で
、
災
害
防
止
活
動
を
は
じ
め

「
町
民
の
安
全
安
心
」
の
た
め
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
な
お
、
団
幹
部
は
次
の
と
お
り
で
す
。

職　　名 氏　　　名

団　　　長 大 島 龍 太 郎

副　団　長 山 浦 　 　 洋

ラ ッ パ 長 掛 川 　 　 実

副ラッパ長 中 村 　 　 収

本　部　長 篠 原 　 英 男

分団名 分団長 副分団長
町 小 松 　 　 佳 宮 澤 　 卓 二

古　　　町 齊 藤 　 保 好 市 川 　 　 潤
野　　　方 清 水 　 一 郎 山 浦 　 宏 章
赤　　　沢 中 川 　 　 弘 羽 田 　 敏 幸
塩　　　沢 宮 下 　 和 幸 真 瀬 垣 　 大
西　塩　沢 下 城 　 哲 男 小 林 　 伸 也
藤　　　沢 徳 嶽 　 未 来 関 　 　 正 文
桐　　　原 片 岡 　 雅 也 滝 澤 　 昭 吾
細　　　谷 櫻 井 　 　 誠 田 中 　 辰 也
山　　　部 関 　 　 進 吾 山 㟢 　 龍 一
牛　　　鹿 浦 野 　 正 紀 芝 間 　 　 雅
外　　　倉 尾 美 　 将 博 佐 藤 　 智 明
宇　　　山 遠 山 　 　 勉 塩 澤 　 信 久
茂　田　井 両 角 　 茂 俊 伊 藤 　 千 織
蓼　　　科 牧 　 　 　 泉 大 橋 　 直 樹
大　　　城 若 菜 　 一 幸 須 田 　 克 巳
中尾特別班 岸 　 　 洋 平 　
女性消防隊 荻 原 千 寿 子 　

平成24年度  立科町消防団幹部名簿

立科町消防団幹部構成決まる

団　長
大島龍太郎

副団長
山浦　　洋

庶務係
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が平成24年４月から始まりました児童手当

　平成24年３月末日に子ども手当の認定を受けている方は、自動的に児童手当の受給者と認められます
ので、改めて申請の必要はありません。
　ただし、出生、転入などにより新たに受給資格が生じた場合は、手続きが必要となります。
　（※公務員の場合は、勤務先での手続きとなります。）

　手当の支給月は、６月・10月・２月に口座振込で支給されます。
※平成24年６月支給分については、２月・３月分の子ども手当と

４月・５月分の児童手当が支給されることとなります。

町内に居住し、中学校３年生までの児童を養育している方

※６月から導入される所得制限の手当は平成24年10月振込になります。

（単位：万円）

●

●

●

●

●

申請手続き

支給対象者

支 給 月 額

所得制限（平成24年６月から導入）

手当の支払方法・支払時期

福祉係

支給対象児童 支給額
０歳～３歳未満 １５,０００円
３歳以上
小学校修了前

第１子・第２子 １０,０００円
第３子以降 １５,０００円

中学生 １０,０００円
所得制限以上の者    ５,０００円

扶養親族等の数 所得制限限度額 収入額の目安
０人 ６２２.０ ８３３.３
１人 ６６０.０ ８７５.６
２人 ６９８.０ ９１７.８
３人 ７３６.０ ９６０.０
４人 ７７４.０ １００２.１
５人 ８１２.０ １０４２.１

「たてしな環境フェア2012」開催に伴う実行委員を募集します
　昨年は、10月２日㈰に権現山運動公園屋内運動場をメイン会場に開催しましたが、本年も「たてしな環境
フェア2012」を計画しております。楽しくエコライフを学んでいただくイベントを行いたいと考えています。
　つきましては、個人、事業所で、この趣旨にご賛同いただける実行委員さんを募集致します。5月25日㈮まで
に実行委員会事務局　役場町民課環境保健係へ申込みをお願いします。

環境保健係



6広報たてしな  2012年５月

福祉係

　民生児童委員は援助を必要とする方の福祉全般に関するさまざまな悩みや問題などの相談に応じ、行政や
関係機関へのパイプ役を務め、問題解決の手助けをします。
　また、民生児童委員の中に「主任児童委員」が設置され、子どもや子育ての相談・援助を専門に担当して
います。
さまざまな相談を受けるほか、地域でのボランティアや社会福祉協議会などが実施する福祉事業に協力する
など、地域福祉の推進活動においても活躍しています。

　民生児童委員は、相談内容の秘密は固く守り（守秘義務）、個人情報やプライバシーの
保護に配慮した支援活動を行います。

安心してご相談ください

悩みごと、心配事、
お気軽にご相談ください！ あなたの近くの 民生児童委員

　・高齢者の一人暮らしで生活に不安がある。
　・福祉サービスの制度や窓口がわからない。
　・病気やけがで生活に困っている。
　・災害時の避難に対して不安がある。
　・育児に対する不安や子育ての問題で悩んでいる。
　・児童虐待、高齢者虐待らしい様子を目にした。　など

こ
ん
な
相
談
を

お
受
け
し
て
い
ま
す

　
生
活
習
慣
病
の
予
防
の
た
め
に
は
、
年
1
回

の
健
診
を
受
け
、
自
身
の
健
康
状
態
を
確
認
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
平
成
20
年
度
か
ら
健
康

診
断
の
仕
組
み
が
変
わ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
が

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
者
（
国
保
等
）
が
主

体
と
な
っ
て
、
40
歳
か
ら
74
歳
以
下
の
す
べ
て

の
方
を
対
象
に
特
定
健
診
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
立
科
町
で
は
、
特
定
健
診
の
集
団
健
診
を

7
～
8
月
に
、
特
定
健
診
個
別
健
診
5
月
か
ら

実
施
し
ま
す
。

　
申
込
み
を
さ
れ
た
方
に
は
、
受
診
券
等
を
お

送
り
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
申
込
み
を
さ
れ
る
方

は
、
役
場
環
境
保
健
係
ま
で
早
め
に
ご
連
絡
下

さ
い
。

立
科
町
特
定
健
診
の
受
診
対
象
者

①
国
保
加
入
者
の
方

町
の
特
定
健
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

40
歳
以
上
の
国
保
加
入
者
は
特
定
健
診
を
受

け
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

会
社
の
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
た

(

す
る)

場
合
は
、
町
の
特
定
健
診
を
受
診
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
受
診
の
確
認
の

た
め
役
場
環
境
保
健
係
ま
で
健
診
結
果
を
お

持
ち
下
さ
い
。

※
人
間
ド
ッ
ク
受
診
に
対
し
て
は
補
助
制
度
が

あ
り
ま
す
。

②
国
保
以
外
の
方

加
入
し
て
い
る
保
険
者
（
社
会
保
険
等
）
か

ら
の
案
内
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。　　

　③
30
歳
代
の
方

加
入
保
険
に
関
係
な
く
、
町
の
特
定
健
診
を

受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

④
75
歳
以
上
の
方

無
料
で
町
の
特
定
健
診
を
受
診
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
方
、
生
活
習
慣
病
（
高
血
圧
、
脂
質

異
常
、
心
臓
病
、
糖
尿
病
等
の
治
療
を
受
け

て
い
る
方
は
、
こ
の
健
診
の
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。
病
院
で
医
師
に
よ
る
指
導
・
管
理
を

続
け
て
く
だ
さ
い
。

※
人
間
ド
ッ
ク
受
診
に
対
し
て
は
補
助
制
度
が

あ
り
ま
す
。

年
に
１
回

特
定
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
！

特
定
健
診
は
、
40
歳
以
上
の
国
保
加
入
の
す
べ
て
の
方
が
対
象
で
す
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国民年金保険料　学生納付特例制度

取引･証明用に使用する
「はかり」をお持ちの皆さんへ

　20歳になると、学生の方も国民年金に加入し保険
料を納める必要があります。しかし、学生の方は一般
的に所得がないため保険料を自分で納めることが困難
ですので、本人の前年度所得が118万円以下の場合は、
在学期間中の保険料納付が猶予される「学生納付特例
制度」があります。　

①申請手続き（毎年度申請が必要です）

　受付窓口は、役場住民係です。なお、申請手続きに
は次のものが必要です。
１. 在学証明書または学生証（写しでも可）
２. 印鑑

②対象となる学生

大学（大学院含む）や短期大学、専門学校および各種
学校などに在学する、昼間、夜間、定時制、通信課程
の学生です。

＊この制度の申請にあたっては、以下の点にご留意く
ださい。

１）この期間は老齢基礎年金を受けるために必要な期
間（受給資格期間）に算入されますが、受給する
年金額には反映されません。

　　そこで、学生納付特例が承認された期間の保険料
は、10年以内（平成24年４月分は平成34年４月ま
で）であれば、古い期間から順に納付が可能です。

（ただし、承認を受けた年度の翌年度から起算し
て３年目以降は当時の保険料に一定の金額が加算
されます。）

２）障害基礎年金、遺族基礎年金の受給資格期間に算
入されます。（一定の受給要件があります。）

＊平成23年度に学生納付特例の承認を受けられた方で、引き続き同じ学校に在学される方には、ハガキ形式の
学生納付特例申請書が、日本年金機構から送られてきますので、必要事項を記入し返信することにより、今
年度の申請手続きが完了します。

　商品の売買に使用したり、各種の証明行為に使用
する「はかり」は、２年に１回の定期検査を受ける
必要があります。
　今年度は、立科町を対象として、次の日程で定期
検査が実施されますので「はかり」を持参し、必ず
検査を受けてください。
　なお、検査には手数料（検査代金）が必要となり
ます。
　（ひょう量の種類によって手数料は異なります）　　　　　

　　　　　５月29日㈫
　　　　　午後１時30分～午後３時30分まで

　　　　　立科町役場　公用車駐車場

　次の手帳をお持ちの方で自らが運転する軽自動車、
またはその方の外出・送迎等のために使用する軽自
動車で、所有・使用要件及び障害等級等の要件を満
たす場合は、軽自動車税が減免されます。（自家用
の軽自動車１台に限ります。）

自動車税（県税）の減免を受けている場合は、軽自
動車税は減免を受けることはできません。
申請期限は平成24年５月24日、手続きは役場税務
係までお願いします。
　減免申請に必要な書類、障害等級要件等について
は役場税務係にお問い合わせ下さい。

住民係

税務係

手帳の種類

町づくり推進係

軽自動車税の減免について

日　時

場　所

●身体障害者手帳
●療育手帳
●精神障害者保健福祉手帳
●戦傷病者手帳



8広報たてしな  2012年５月

　
万
一
の
事
故
の
際
、
子
ど
も
を
守
れ
る
の
は

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
だ
け
で
す
！

高
齢
者
交
通
安
全
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
４
月
13
日
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
及
び

交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

権
現
山
運
動
公
園
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
佐
久
警
察
署
長
さ

ん
の
交
通
講
話
を
聞
き
、
加
齢
に
伴
う
身
体
能

力
の
低
下
を
自
覚
し
、
今
ま
で
以
上
の
安
全
確

認
と
目
立
つ
服
装
が
必
要
な
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。

　
ま
た
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
、
ル
ー
ル

と
マ
ナ
ー
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
再
認
識
し

ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
優　
勝　
茂
田
井
Ａ

　
準
優
勝　
宇
山

　
３　
位　
西
細
倉

久
警
察
署
川
西
庁
舎
前｣

に
て
交
通
指
導
所
を

開
設
し
、
通
過
車
両
の
運
転
者
に
チ
ラ
シ
と

グ
ッ
ズ
の
配
布
を
行
い
、
安
全
運
転
を
呼
び
掛

け
ま
し
た
。

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
推
進
活
動

　
４
月
10
日
、
三
葉
保
育
園
に
お
い
て
、
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
の
徹
底
を
目
的
に
推
進
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
園
児
を
迎
え
に
来
る
保
護

者
に
対
し
、
ベ
ル
ト
着
用
の
呼
び
掛
け
、
正
し

い
着
用
方
法
な
ど
の
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　
調
査
台
数
25
台
の
う
ち
、
10
台
が
未
着
用
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
6
歳
未
満
の
幼
児
を
車
に
乗
せ
る
と
き
は
、

そ
の
幼
児
に
、
発
育
の
程
度
に
応
じ
た
形
状
の

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
使
用
方
法
を
誤
る
と
効
果
が
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
取
扱
説
明
書
な
ど
に
従
っ
て
正
し

く
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

啓
発
活
動

　
４
月
６
日
、
ツ
ル
ヤ
立
科
店
に
て
啓
発
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
４
月
10
日
朝
、｢

佐

期
間
中
の
行
事

　
（
町
・
交
通
安
全
協
会
、

佐
久
警
察
署
の
協
力
に
よ
る
活
動
）

　４月６日から15日まで、春の全国交通
安全運動が行われました。期間中、交通
安全推進指導員、役場職員を中心に小学
校周辺や通学路の横断歩道で街頭指導や
広報車による巡回を行い、児童の安全確
保を行いました。

交通安全

平成24年度

立科町スポーツ少年団開講式

　
４
月
１
日
㈰
権
現
山
体
育
セ
ン
タ
ー
に
て
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
開
講
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
野
球
部
、
剣
道
部
、
柔
道
部
、
男
女
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
の
４
単
位
団
団
員
73
名
は
、
こ
れ
か

ら
活
動
を
共
に
す
る
仲
間
た
ち
と
期
待
に
胸
を

膨
ら
ま
せ
、
各
部
代
表
者
に
よ
り
団
員
綱
領
の

唱
和
を
行
い
、
一
年
間
の
決
意
を
誓
い
合
い
ま

し
た
。

　
各
部
練
習
の
中
で
、
心
身
を
き
た
え
、
仲
間

づ
く
り
と
、
大
会
で
の
好
成
績
を
目
標
に
活
動

し
て
い
き
ま
す
。
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一緒に考えましょう！

忘
れ
て
は
な
ら
な
い

立
科
町
の
学
校
給
食
の
有あ

り

難が
た

味み

シリーズ

特　集
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「
人
」に「
良
」と
書
い
て「
食
」。

毎
日
の「
食
」が
す
こ
や
か
な
心
身
を
育
み
、

笑
顔
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
…
…
。

は
ぐ
く
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ご
存ぞ

ん

知じ

で
す
か
？ 「
食
育
基
本
法
」

　
平
成
17
年
に
施し

行こ
う

さ
れ
た
食
育
基
本
法
は
、

「
食
生
活
の
改
善
」
及
び
「
食
の
安
全
」
を
目

的
と
し
、
主
に
「
食
」
に
関
す
る
正
し
い
知
識

と
「
食
」
を
選せ

ん

択た
く

す
る
力
の
習し

ゅ
う

得と
く

、
そ
し
て
、

健
全
な
食
生
活
の
実じ

っ

践せ
ん

に
つ
い
て
定
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
誤ご

解か
い

を
恐
れ
ず
に
申
し
上
げ
ま

す
と
、「（
特
に
発
育
盛
り
の
子
ど
も
の
）
食
事

の
手
抜
き
を
す
る
な
。」
と
い
う
国
民
へ
の
提

言
か
と
思
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
、
豊
か
な
人
間
性
を
育は

ぐ
くみ
、

生
き
る
力
を
身
に
付
け
て
い
く
た
め
の
基
本
は
、

「
食
」
に
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
法
律
の
目
的

や
内
容
を
き
ち
ん
と
理
解
し
て
、
望
ま
し
い
食

生
活
を
実
現
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
「
国
民
一
人
一

人
の
自
主
的
な
努
力
や
工
夫
に
任ま

か

せ
て
い
て
は
、

国
民
の
健
全
な
食
生
活
は
望
め
な
い
状
況
で
あ

る
。」
と
い
う
食
育
基
本
法
制
定
の
経け

い

緯い

を
重

く
、
謙け

ん

虚き
ょ

に
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

個
々
の
食
生
活
に
つ
い
て
ま
で
お
上か

み

の
お
達
し

が
な
け
れ
ば
実
践
で
き
な
い
国
民
で
あ
る
、
と

判
断
さ
れ
た
日
本
人
の
精
神
性
と
か
、
道
徳
心

と
か
を
恥は

じ
る
こ
と
が
、
食
生
活
改
善
の
第
一

歩
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、

国
が
、
法
律
に
よ
っ
て
、
食
事
に
関
す
る
国
民

の
責せ

き

務む

を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
と
は
、

国
全
体
の
「
精
神
の
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
く

化
」
を
端た

ん

的て
き

に
示

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
す
。

　
作
家
の
辺へ

ん

見み　
庸よ

う

は
、「
未
来
永え

い

劫ご
う

不
変
と

も
思
わ
れ
た
日
本
の
飽ほ

う

食し
ょ
くの
時
代
が
、
あ
た
か

も
そ
の
つ
け
が
回
っ
て
く
る
よ
う
に
、
空
腹
の

時
代
（
飢き

渇か
つ

の
日
々
）
に
転
じ
る
の
は
、
そ
う

果
て
し
な
く
遠
い
先
の
こ
と
で
も
な
い
の
で
は

な
い
か
。」
と
感
じ
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
の

予よ

兆ち
ょ
うが

的
中
し
な
い
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す

が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
、「
も
の
を
食
べ

る
」
と
い
う
こ
と
に
本
気
で
向
き
合
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
岐き

路ろ

に
立
た
さ
れ
て
い
る
の
は
間

違
い
な
さ
そ
う
で
す
。
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Ａ
「
結
婚
し
た
ん
だ
っ
て
？
」

Ｂ
「
そ
う
、
結
婚
し
て
食
生
活
が
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
っ
た

ね
。」     

Ａ
「
そ
り
ゃ
あ
、
そ
う
だ
ろ
う
。」

Ｂ
「
朝
、
布ふ

団と
ん

の
中
で
目
を
覚さ

ま
す
と
、
妻
が
み
そ
汁
を

作
っ
て
い
る
音
が
す
る
。」

Ａ
「
幸
せ
だ
ね
え
。」

Ｂ
「
ビ
リ
ビ
リ
ビ
リ
、
ガ
サ
ッ
、
ガ
サ
ッ
。」    

Ａ
「
そ
り
ゃ
あ
、
お
前
、
み
そ
汁
の
袋
を
破
る
音
だ
ろ

う
？
」

Ｂ
「
い
い
ぞ
、
あ
の
み
そ
汁
の
味
。
味
が
い
つ
も
安
定
し

て
い
る
し
…
…
。」

　
こ
れ
は
、
テ
レ
ビ
の
人
気
長
寿
番
組
「
笑
点
」
で
放
映

さ
れ
た
漫
才
の
く
だ
り
で
す
。
世
相
を
風ふ

う

刺し

す
る
巧
み
な

話
術
に
吹
き
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
そ
の
笑
い
は
急

速
に
冷
え
て
い
き
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
決
し
て
大お

お

袈げ

裟さ

で
は
な
く
、
風
刺
や
ジ
ョ
ー
ク
は
暗
黒
の
時
代
に
こ
そ
求

め
ら
れ
、
そ
の
質
が
高
ま
る
、
と
い
う
教
訓
が
頭
を
よ

ぎ
っ
た
か
ら
で
す
。

　
現
代
人
は
、
便
利
な
生
活
に
す
っ
か
り
慣
れ
て
し
ま
い
、

合
理
的
で
、
楽
に
手
早
く
で
き
る
こ
と
が
人
間
の
幸
福
と

勘か
ん

違ち
が

い
し
て
、「
手
間
を
惜お

し
ま
ず
…
…
。」
と
い
う
こ
と

が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
手
を
抜
い
て
は
な

ら
な
い
と
こ
ろ
で
手
を
抜
き
、
今
、
思
わ
ぬ
し
っ
ぺ
返
し

を
受
け
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
子
ど
も

の
食
事
も
例
外
で
は
な
く
、
包
丁
や
ま
な
板
の
な
い
家
庭

が
出
現
し
、「
お
ふ
く
ろ
の
味
」「
手
作
り
の
味
」
を
イ
ン

ス
タ
ン
ト
食
品
や
外
食
で
味
わ
う
と
い
う
食
生
活
が
、
児

童
・
生
徒
の
健
康
と
成
長
に
及
ぼ
す
悪あ

く

影え
い

響き
ょ
うは

極き
わ

め
て
深

刻
な
の
で
す
。

立
科
町
の
学
校
給
食
は
お
い
し
く
て
、

非
常
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

立科町教育相談員

岩上起美男

９年間の学校給食は“思い出の味”
今も昔も、みんなで給食を食べるひと時は学校生活の楽しみのひとつ

相談時間等
●立科小学校/午前９時〜午前11時30分 
　電話 56−3131㈺・有線2190㈺
●立科中学校／午後２時〜午後５時
　電話 56−1076㈺・有線2251㈺
●立科町児童館／

午前 11時40分〜午後１時30分
　電話 56-0303（直通）・有線8889（直通）

※予約をされる方は児童館または小・中学校の
　教頭先生へご連絡をお願いします。

月・水・金曜日
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か
つ
て
中
学
校
に
勤
務
し
て
い
た
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
な

世
相
を
背
景
と
し
た
切
な
い
出
来
事
を
何
度
も
体
験
し
ま

し
た
。
我
が
子
に
携
帯
電
話
を
買
い
与
え
て
い
る
の
に
、

給
食
費
を
納
入
し
な
い
親
。
親
が
給
食
費
を
払
っ
て
い
な

い
の
を
薄
々
察さ

っ

し
て
、
給
食
の
時
間
に
「
俺
、
食
っ
て
い

い
ん
か
な
？
」
と
つ
ぶ
や
い
た
中
学
生
。
八
ヶ
岳
の
硫い

黄お
う

岳だ
け

山
頂
で
、
親
の
手
作
り
弁
当
に
舌し

た

鼓つ
づ
みを
打
っ
て
い
る
級

友
を
横
目
に
、
学
校
へ
の
道
す
が
ら
自
分
で
購
入
し
て
き

た
弁
当
を
黙
々
と
食
べ
て
い
た
男
子
生
徒
。
そ
し
て
、
我

が
子
の
「
衣
食
住
」
に
関
す
る
欲
求
の
充
足
は
親
（
家

庭
）
の
責
任
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
臆お

く

面め
ん

も
な
く

「
弁
当
作
り
は
大
変
。
弁
当
持
参
日
を
な
く
し
て
も
ら
い

た
い
。」
と
言
う
親
。
…
…
「
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
」

及
び
「
家
庭
と
学
校
と
の
信
頼
に
基
づ
い
た
連れ

ん

携け
い

」
の
た

め
に
、
こ
の
よ
う
な
本ほ

ん

末ま
つ

転て
ん

倒と
う

し
た
要
求
が
罷ま

か

り
通
る
こ

と
の
な
い
立
科
町
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

  

手
抜
き
の
世
相
に
反
し
て
、
ま
こ
と
に
有あ

り

難が
た

い
こ
と
で

す
が
、「
本
校
の
給
食
は
と
て
も
お
い
し
く
て
、
児
童
・

生
徒
は
い
つ
も
楽
し
み
に
食
べ
て
い
ま
す
。」
と
、
立
科

小
・
中
学
校
の
先
生
方
が
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
他
市
町
村

の
学
校
給
食
を
経
験
し
て
い
る
方
は
、
い
ず
れ
の
勤き

ん

務む

校こ
う

に
お
い
て
も
、
定
め
ら
れ
た
環か

ん

境き
ょ
うと
条
件
の
中
で
栄
養
士

と
調
理
員
が
誠せ

い

実じ
つ

に
頑が

ん

張ば

っ
て
い
る
こ
と
を
十
分
承し

ょ
う

知ち

し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
な
お
多
く
の
先
生
が
、

立
科
町
の
学
校
給
食
は
お
い
し
く
て
、
非
常
に
恵め

ぐ

ま
れ
て

い
る
と
感
じ
て
い
る
の
で
す
。

　
お
い
し
さ
の
秘
密
は
、
手
作
り
に
あ
り
ま
す
。
出
来
合

い
の
加
工
食
品
や
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
な
ど
を
使
わ
な
い

よ
う
に
し
て
、
手
間
暇ひ

ま

を
惜
し
ま
ず
、
真
心
を
こ
め
て
食

材
か
ら
調
理
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
い
し
さ
や
温
か
さ
が

児
童
・
生
徒
に
伝
わ
る
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
労
を

惜
し
ま
ぬ
調
理
に
よ
っ
て
、
食
材
費
を
安
く
抑
え
、
健
康

へ
の
悪
影
響
が
懸け

念ね
ん

さ
れ
て
い
る
食
品
添て

ん

加か

物
を
体
内
に

極き
ょ
く

力り
ょ
くと
り
入
れ
な
い
配
慮
が
可
能
に
な
り
、
そ
の
「
ず

く
」
が
、
児
童
・
生
徒
が
毎
日
待
ち
望
ん
で
い
る
、
お
い

し
く
て
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
学
校
給
食
を
生
み
出
し

て
い
る
の
で
す
。
さ
ら
に
ま
た
、
給
食
作
り
に
携た

ず
さわ
っ
て

い
る
多
く
の
方
々
の
、
正
し
い
食
事
の
と
り
方
や
望
ま
し

い
食
習
慣
を
身
に
付
け
る
た
め
の
「
食
育
」
の
地じ

道み
ち

な
実じ

っ

践せ
ん

並
び
に
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
児
童
・
生
徒
へ
の
細
や
か

な
個
別
対
応
も
、
立
科
町
の
学
校
給
食
の
お
い
し
さ
の
秘ひ

訣け
つ

で
す
。

　
学
校
給
食
は
、
も
と
も
と
貧ひ

ん

困こ
ん

と
食し

ょ
く

糧り
ょ
う

不
足
の
た
め
に

昼
食
を
用
意
で
き
ず
、
学
校
に
通
え
な
い
子
ど
も
へ
の
配

慮
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
高
度
経
済
成
長

期
の
「
飽ほ

う

食し
ょ
くの
時
代
」
に
は
、
学
校
給
食
廃は

い

止し

論
が
起
こ

り
ま
し
た
。
我
が
子
の
食
事
は
親
の
役
割
責
任
と
い
う
原

点
に
立
ち
戻
っ
て
、「
親
の
愛
情
の
こ
も
っ
た
弁
当
で
親

子
の
絆き

ず
なを
結
ぼ
う
。」
と
い
う
主
張
で
し
た
。
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し
か
し
、
現
在
は
、
貧
困
や
食
糧
不
足
と
は

異
な
る
理
由
（
栄
養
の
偏か

た
より
・
食
生
活
の
幅
広

さ
・
共
働
き
家
庭
の
増
加
）
に
よ
っ
て
、「
食

育
」
の
必
要
性
が
高
ま
り
、
廃
止
論
を
唱と

な

え
る

人
は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
む
し
ろ
、
学
校

給
食
へ
の
依
存
度
が
増
し
、
学
校
給
食
は
あ
る

の
が
当
た
り
前
で
、
さ
ら
に
、
前
述
の
よ
う
に

「
も
っ
と
増
や
せ
。」
と
い
う
声
さ
え
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
全
国
の
小
学
校
の
完
全
給
食
実
施
状

況
は
ほ
ぼ
１
０
０
％
で
す
。
し
か
し
、
中
学
校

（
全
国
平
均
80
％
）
は
都
道
府
県
に
よ
っ
て
大

き
な
差
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
大
阪
府
（
７
・

７
％
）
や
神
奈
川
県
（
16
・
２
％
）
は
低
く
、

50
％
前
後
の
県
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
給
食

の
な
い
中
学
校
で
は
、
当
然
、
弁
当
持
参
で
す

が
、
毎
日
、
ク
ラ
ス
に
何
人
か
は
昼
食
を
食
べ

な
い
生
徒
が
い
る
そ
う
で
す
。
…
…
見
か
ね
た

担
任
教
師
が
用
意
し
た
パ
ン
や
お
む
す
び
も
拒こ

ば

み
、「
腹
な
ん
か
減へ

っ
て
い
ね
え
。」「
お
昼
は

食
わ
な
い
主
義
だ
。」
と
う
そ
ぶ
く
育
ち
盛
り

の
中
学
生
の
胸
中
に
は
、
ど
の
よ
う
な
感
情
が

渦う
ず

巻ま

い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
児
童
・
生
徒
の
「
知
・
徳
・
体
」
調
和
の
と

れ
た
成
長
の
た
め
に
、
立
科
町
の
学
校
給
食
の

有
難
味
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
学
校
教
育
の
場

で
大
切
に
し
て
い
る
「
食
育
」
を
、
家
庭
で
も
、

日
々
、
実
践
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

有
難
味
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、学
校
教
育
の
場
で

大
切
に
し
て
い
る「
食
育
」を
、家
庭
で
も
。

立科町は、小・中学校とも各学校で給食を作る自校給食
汁物は温かいうちに、サラダなどは冷たいまま出すことができます

食べることは、生きること。
　子どもたちの心身が最も発達するこの
時期、学校給食は必要な栄養素を満たし、
教育としてさらに一人ひとりが正しい食
習慣を身につけ、食育を学ぶことが、

“命と向き合うこと”なのです。
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平成23年度
鳥獣被害状況調査の

取りまとめ結果について 農家　　の窓
農業委員

会だより

● 転用許可後の地目変更登記をお忘れなく ●

　町では、野生鳥獣（ニホンジカ、イノシシ、ハクビシン等）による農作物への被害が増加しているため、実態調査
を昨年12月町内全域に亘り、有害鳥獣被害状況調査を実施致しました。
　調査結果では、別表１（区単位集計）及び別表２（作物別集計）のとおり、全町で被害面積34.7ha、被害数量33t、
被害金額7,175千円となっており甚大な被害状況となっています。
　被害対策として侵入防止柵の設置や、銃器による有害鳥獣捕獲等の事業を実施しておりますが、農家の皆様におか
れましても、農作物を被害から守る対策をお願いします。

地　目 被害面積
（ha）

被害数量
（t）

被害金額
（千円）

古　町 3.3 15.410 980

町 3.3 0.350 64

赤　沢 0.0 0.010 8

山　部 1.4 1.148 607

牛　鹿 22.4 14.060 4,670

宇　山 2.2 1.247 344

西塩沢 0.1 0.240 58

藤　沢 0.8 0.100 0

蟹　原 0.1 0.140 50

桐　原 0.5 0.200 100

茂田井 0.6 0.420 294

総　計 34.7 33.325 7,175

作物名 項目 田 畑 計

米

面積 5.3 5.3

数量 4.910 4.910

金額 1,168 1,168

りんご

面積 24.1 24.1

数量 16,540 16,540

金額 5,315 5,315

そ　ば

面積 0.9 0.9 1.8

数量 0.350 0.390 0.740

金額 50 52 102

もろこし

面積 0.4 0.4

数量 0.382 0.382

金額 279 279

大　豆

面積 0.7 0.7

数量 0.370 0.370

金額 279 279

野　菜

面積 2.2 2.2

数量 10.383 10.383

金額 66 66

その他

面積 0.2 0.2

数量 0.000

金額 100 100

全体被害面積 6.2 28.5 34.7

全体被害数量 5.260 28.065 33.325

全体被害金額 1,218 5,957 7,175

単位：面積：ha、数量：t、金額：千円

※なお、今回の数値は自己申告によるものです。

区単位集計

平成23年度　鳥獣被害状況調査（平成23年12月調査）

作物別集計
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たばこの害のない社
会を！

たばこは、「命を脅かすもの」
　喫煙は、がんや心臓病をはじめとするさまざまな病気
や健康障害の原因です。日本での喫煙による死者の推計
は、年間19万６千人といわれています。また、受動喫
煙による死者は年間6,800人と推計されています。喫煙
率は年々減少してはいますが、平成22年度で男性
32.2％、女性8.4％で喫煙人口は2500万人にのぼりま
す。喫煙による健康への影響は、喫煙者本人とその周囲
の人を含める、多くの人が関係している健康課題の一つ
といえます。
　毎年５月31日は世界保健機関（WHO）が定めた世界
禁煙デーです。喫煙と健康を考える日として重要な意味
を持っています。禁煙することで、確実に病気や病気に
よる死亡を減らすことができます。「禁煙する」という
ことだけで、救える命があります。禁煙の大切さを知っ
て、タバコの害のない社会を作っていきましょう。

たばこによる健康への影響
　タバコの煙中にはおよそ4,000種類以上の化学物質が
含まれていると言われており、そのうち少なくとも200
種類以上は有害作用を有するとされています。タバコの
煙に含まれる3大物質（タール、CO、ニコチン）のうち、
発がん性が確認されている物質を含むのは主にタールです。

保健ニュース
環境保健係5月31日は世界禁煙デー

確実なもの 可能性のあるもの

成人 肺がん、虚血性心疾患、
副鼻腔がん

子宮頸がん、気管支喘息
の悪化、呼吸機能の低下

子ども

呼吸器感染症（肺炎や気
管支炎など）、機関誌喘
息の発病と悪化、中耳
炎、慢性の呼吸器症状、
乳幼児突然死症候群

呼吸機能の低下

胎児
（妊婦本人の

喫煙）

低体重出生、早産、周産
期死亡、妊婦・分娩合併
症、乳幼児突然死症候群

自然流産、先天異常、出
生児の意識や行動の障
害、小児がん

胎児
（妊婦以外の
周囲の喫煙）

低体重出生 自然流産

受動喫煙による健康影響

喫煙による様々な疾患

１. 小・中学生のあなたへ…大人になってもたばこはすわない・まわりの人にたばこをすわないでと言おう

２. 若いあなたへ…………たばこをすわないことが「かっこいい」・将来を考えてたばこはすわない

３. 中年以上のあなたへ…自分の健康とまわりの環境を考えて、たばこはやめる・すわない

みんなでたばこについて考えよう

循環器疾患
心筋梗塞
狭心症
末梢血管障害
大動脈瘤
脳血栓
脳出血

がん
肺がん
口腔・咽頭がん
喉頭がん
食道がん
胃がん
膀胱がん
膵がん
肝がん

消化器疾患
胃潰瘍
十二指腸潰瘍

呼吸器疾患
慢性気管支炎
肺気腫
喘息
上気道感染症

ひ 肥満防止……………よくかんでいるうちに、満腹感を覚え、食べ過ぎを防ぎます。
み 味覚が発達…………よくかんで食物とだ液が混ざり合わさることで味覚を感じることが出来ます。食

品の持ち味が分かるようになります。
こ 言葉がはっきり……た行、さ行は歯がなくなってしまうと明瞭に発音しにくくなります。よくかむこ

とで口の周りの筋肉が鍛えられはっきり発音できるようになります。
の 脳の働きが活発化…よくかむことで血流が脳内に良く回り、認知症予防にもなります。
は 歯の病気予防………だ液が多く分泌されるので、虫歯予防、口臭予防に。
が がん予防……………だ液の中の酵素が発がん物質の作り出す活性酸素に作用すると考えられています。
い 胃腸の働き促進……よくかむことで食品が細かく砕かれ、そこに消化酵素などが混ざるので、胃腸で

の吸収を助けます。
ぜ 全身の体力向上とストレス解消

よくかんで食べよう！
食育
みんなで かむことのメリット「卑弥呼の歯がい〜ぜ」
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総
　
務
　
課

・
庶
務
係

　
庶
務
係
長　
長
坂　
徳
三

　
（
町
づ
く
り
推
進
課　
町
づ
く
り
推
進
係
長
）

　
篠
原　
英
男
（
派
遣
研
修
・
長
野
県
市
町
村
課
）

　
児
玉　
佳
子
（
総
務
課
税
務
係
）

・
財
政
係

　
宮
下　
博
光
（
総
務
課
庶
務
係
）

・
税
務
係

　
今
井　
　
清
（
観
光
課
観
光
係
）

　
櫻
井　
千
佳
（
総
務
課
庶
務
係
）

町
づ
く
り
推
進
課

　
町
づ
く
り
推
進
課
長
兼
温
泉
係
長

　
笹
井　
恒
翁

・
町
づ
く
り
推
進
係

　
町
づ
く
り
推
進
係
長　
青
井　
義
和

　
（
農
林
課
農
林
係
長
）

　
佐
藤　
勝
寿
（
県
よ
り
派
遣
）

　
柳
澤　
哲
也
（
新
規
採
用
）

・
温
泉
係

　
今
井　
正
靖
（
再
任
用
・
町
民
課
長
）

町
　
民
　
課

　
課
長　
羽
場　
幸
春

　
（
総
務
課
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
）

・
住
民
係

　
土
屋　
清
子
（
町
民
課
環
境
保
健
係
）

・
環
境
保
健
係

　
環
境
保
健
係
長　
竹
重　
和
明

　
（
総
務
課
庶
務
係
）

　
山
浦　
聡
子
（
町
民
課
住
民
係
）

・
福
祉
係

　
福
祉
係
長　
山
浦
美
佐
子
（
町
民
課
福
祉
係
）

　
羽
田　
徹
也
（
ハ
ー
ト
フ
ル
ケ
ア
た
て
し
な  

徳
花
苑
）

　
山
田
紗
和
子
（
新
規
採
用
）

農
　
林
　
課

・
農
林
係

　
農
林
係
長　
小
平　
春
幸

　
（
町
づ
く
り
推
進
課
振
興
係
長
）

建　
設　
課

・
上
下
水
道
係

　
市
川　
偉　
（
総
務
課
税
務
係
）

観
　
光
　
課

・
観
光
係

　
市
川　
潤　
（
建
設
課
上
下
水
道
係
）

会
　
計
　
室

　
会
計
管
理
者
兼
会
計
室
長　
真
瀬
垣
妙
子

　
（
町
づ
く
り
推
進
課
課
長
補
佐
兼
温
泉
係
長
）

・
会
計
係

　
会
計
係
長　
市
川　
正
彦

　
（
教
育
委
員
会
子
育
て
教
育
係
（
児
童
館
長
））

ハ
ー
ト
フ
ル
ケ
ア
た
て
し
な

・
居
宅
支
援

　
両
角
み
ゆ
き
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
岩
下
よ
り
子
（
居
宅
支
援
）

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
髙
橋　
玲
子
（
徳
花
苑
）

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

　
六
川　
文
江
（
徳
花
苑
）

・
徳
花
苑

　
橋
詰　
弘
子
（
居
宅
支
援
）

　
市
川
あ
き
江
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

　
寺
島　
時
子
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

　
工
藤　
政
幸
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

　
藤
原　
美
鈴
（
育
休
よ
り
復
職
）

教
育
委
員
会

・
子
育
て
教
育
係
（
児
童
館
長
）

　
中
島　
大
輔
（
総
務
課
財
政
係
）

社
会
教
育
課

・
社
会
教
育
人
権
政
策
係

　
社
会
教
育
人
権
政
策
係
長　
市
川　
清
子

　
（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
長
）

　
遠
山　
一
郎
（
町
づ
く
り
推
進
課
町
づ
く
り
推
進
係
）

　
山
浦　
智
城
（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
）

　
小
渕　
正
弘
（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
）

　
斉
藤　
真
樹
（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
）

・
立
科
小
学
校

　
西
野
入
英
子
（
三
葉
保
育
園
）

派
遣
職
員

　
市
川　
清
美
（
川
西
保
健
衛
生
施
設
組
合
へ
）

　
小
宮
山
美
枝
子
（
佐
久
広
域
連
合
へ
）

　
羽
場　
雅
敏

　
（
佐
久
市
環
境
整
備
推
進
局

　
　
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
整
備
推
進
室
へ
）

　
田
口　
　
仁　

　
（
派
遣
研
修
・
長
野
県
市
町
村
課
地
域
振
興
係
へ
）

３
月
31
日
付
退
職
・
派
遣
修
了
職
員

　
今
井　
正
靖
（
町
民
課
長
）

　
大
澤　
正
彦
（
会
計
管
理
者
兼
会
計
室
長
）

　
翠
川　
則
雄

　
（
町
民
課
課
長
補
佐
兼
福
祉
係
長
）

　
髙
橋　
武
久
（
会
計
室
室
長
補
佐
兼
会
計
係
長
）

　
矢
島　
初
男
（
観
光
課
観
光
係
）

　
六
川　
勝
廣

　
（
町
民
課
課
長
補
佐
兼
環
境
保
健
係
長
）

　
笠
原　
　
修　

　
（
県
よ
り
派
遣
終
了
・

　
　
　
　
　
　
佐
久
地
方
事
務
所
税
務
課
へ
）

職
員
人
事
異
動
平
成
24
年
４
月
１
日
付

職
員
人
事
異
動
（　
　
）
内
は
旧
職
名
・
前
所
属
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◆
小
学
校
・
転
出
者	
（　
　
）
内
は
異
動
先

　
畑
田　
一
心
（
佐
久
東
中
学
校
）

　
長
澤　
史
朗
（
軽
井
沢
西
部
小
学
校
）

　
三
澤　
理
彦
（
松
本
梓
川
小
学
校
）

　
田
中　
　
崇
（
箕
輪
中
部
小
学
校
）

　
小
林　
　
真
（
小
諸
水
明
小
学
校
）

　
大
日
向
洋
介
（
上
越
教
育
大
学
研
修
）

　
正
村　
千
香
（
東
御
田
中
小
学
校
）

　
大
森　
富
康
（
退
職
）

◆
小
学
校
・
転
入
者	

（　
　
）
内
は
異
動
先

　
岩
下　
重
喜
（
鬼
無
里
小
学
校
）

　
伴
野　
玲
子
（
佐
久
西
小
学
校
）

　
北
村　
和
行
（
北
相
木
小
学
校
）

　
本
藤
満
美
子
（
松
本
明
善
中
学
校
）

　
関
谷　
美
紀
（
須
坂
日
野
小
学
校
）

　
齊
藤
安
紀
子
（
諏
訪
城
南
小
学
校
）

　
阿
部　
礼
子
（
小
諸
美
南
ガ
丘
小
学
校
）

　
江
本　
洋
子
（
新
任
）

　
塩
澤　
英
一
（
新
任
）

◆
中
学
校
・
転
出
者	

（　
　
）
内
は
異
動
先

　
小
栁　
廣
幸
（
松
本
市
教
育
委
員
会
）

　
大
池　
文
夫
（
浅
科
中
学
校
）

　
山
岸
美
香
子
（
小
海
中
学
校
）

　
佐
藤　
昌
之
（
臼
田
中
学
校
）

　
岩
松　
裕
一
（
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
研
修
）

　
髙
田　
育
美
（
退
職
）

　
羽
田　
勇
輝
（
小
諸
東
中
学
校
）

　
牛
澤　
彩
乃
（
川
上
中
学
校
）

　
太
田　
　
務
（
退
職
）

◆
中
学
校
・
転
入
者	

（　
　
）
内
は
異
動
先

　
芳
原　
慶
子
（
南
信
教
育
事
務
所
）

　
太
田
真
由
美
（
浅
間
中
学
校
）

　
佐
藤　
修
二
（
中
込
中
学
校
）

　
源
城　
　
拓
（
篠
ノ
井
西
小
学
校)

　
原　
　
暁
生
（
栄
中
学
校
）

　
柳
澤　
由
佳
（
軽
井
沢
中
学
校
）

　
吉
田　
幹
弘
（
新
任
）

　
清
水　
勇
介
（
新
任
）

　
宮
坂　
國
廣
（
新
任
）

　
校
舎
の
内
外
で
聞
く
、
生
徒
た
ち
の

「
こ
ん
に
ち
は
！
」
の
元
気
な
声
。

　
部
活
で
校
庭
い
っ
ぱ
い
に
走
り
回
る

姿
や
吹
奏
楽
の
練
習
の
音
。
廊
下
に
飾

ら
れ
た
数
々
の
作
品
。“
明
日
も
元
気

に
学
校
に
来
よ
う
”
と
思
え
る
学
校
づ

く
り
に
、
御
家
庭
や
地
域
の
皆
様
と
力

を
合
わ
せ
て
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
御
支
援
と
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
異
動
で
、
南
信
教
育
事
務

所
よ
り
参
り
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
小
諸
商
業
高
等
学
校
か
ら

転
任
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
蓼
科
高
校
は
、
創
立
以
来
、
地
域
に

育
て
ら
れ
、
地
域
と
と
も
に
歩
ん
で
き

ま
し
た
。
そ
の
伝
統
の
も
と
に
、「
夢

を
見
つ
け
、
実
現
す
る
力
を
つ
け
る
学

校
」「
安
全
・
安
心
な
学
校
」
を
め
ざ

し
て
力
を
尽
く
し
て
参
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。
従
前
に
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

小
中
学
校
転
出
・
転
入
職
員

　４月１日付けで、浦野健司さんが法務大臣より立科町担当の人権擁護委員として再委
嘱されました。人権擁護委員は憲法で保障されている国民の基本的人権（生命、自由お
よび幸福追求等の権利）が侵犯されることのないように監視し、もしこれが侵犯された
場合には、その救済のため速やかに適切な措置をとるとともに、常に自由人権思想の普
及高揚に努めることを使命とし、自由人権思想に関する啓発宣伝や人権擁護運動、人権
侵犯事件があった場合にその救済のために調査及び情報の収集をして、法務省人権擁護
局（長野県の場合は長野地方法務局）への報告、あるいは関係機関に対して告発、勧告
を行うなど適切な処置を講ずることなど、その他広く人権の擁護に努めています。
　また、心配ごとやいじめ等の相談にも応じていただきます。
　現在、立科町では浦野さんを含め４名の人権擁護委員が活躍されています。

人権が尊重される社会

人権センターだより
人権センター(社会教育人権政策係)

人権擁護委員に
浦野健司さん

浦野健司 さん

蓼科高等学校長
金
きん

原
ばら

　正 先生

立科中学校長
芳
よし

原
わら

  慶子 先生

新
任
者
紹
介
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今月は、「しっかり歩くこと」のポイントをご紹介します。

図書室だより図書室だより お願いお願い 返却期限は守りましょう。本の予約待ちをしている人も
いますので借りた本は期限内に返却をお願いします。

「降霊会の夜」
浅田　次郎（著）　朝日新聞出版（出版）
謎めいた女の手引きで降霊の儀式に導かれた初老の男。死者と生
者が語り合う禁忌に魅入られた末に見たものは？恋愛小説であり、
戦争文学であり、極めつきの現代怪異小説。
……………………………………………………………………………

「篠ノ井線・姨捨駅スイッチバックで殺せ」
十津川警部シリーズ
西村　京太郎（著）　徳間書店（出版）

「500万円の謝礼で、代わりに小説を書いてほしい。」人気作家か
らの、そんな依頼にこたえるため長野取材に出かけた作家希望の
北村は、姨捨駅で奇妙な女に出会う…。
……………………………………………………………………………

「寄せ植えの作り方・飾り方」
簡単にできて長く楽しめるおしゃれなコンテナ125パターン
吉谷　桂子（著）　主婦の友社（出版）
寄せ植え作りにトライしてみませんか？人気ガーデナー・吉谷桂
子デザインのおしゃれなコンテナ125パターンを紹介し、置き場所、
植える器、植物別にコンテナの作り方・飾り方をくわしく紹介。
……………………………………………………………………………

「くつやのねこ」
いまい　あやの（文・絵） 　BL出版（出版）
あるところに、貧しい靴屋が１匹の猫と暮らしていました。お客
がさっぱり来ず、途方にくれる靴屋に、猫は「良い考えがある」
と言うのですが…。民話「長靴をはいた猫」をアレンジしたお話。

新着図書

図書室利用案内

●月曜日～土曜日
　午前９時30分～午後６時（土曜日は午後５時）
●日曜・祭日
　午後１時～午後５時
＊お一人  ４冊まで  ２週間借りられます

開室時間

乳幼児のためのおはなし会
～「ちゅうりっぷの会」による～

日時　5月30日㈬　午前10時30分～
場所　中央公民館　視聴覚室
対象　０歳児～

お知らせ

地域包括支援センターです！こち ら
新緑の美しい季節です……
景色を楽しみながら

ウォーキングを始めませんか‼

運動指導及び資料提供：公益財団法人身体教育医学研究所

前方を見ながら

お腹を

引き締めて

地域包括支援センター・福祉係　有線4503（直通）

・着地はかかとから
・つま先で地面を蹴りながら進む
・歩幅は広めに
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確定申告書を提出した後で計算誤りなど申告した内容
に間違いがあることに気付いた場合は、次の方法で訂
正することができます。

● 税額を多く申告していたとき
「更正の請求」をして正しい税額への訂正を求めるこ
とができます。

【手続】　更正の請求書に必要事項を記入して、納税地
を所轄する税務署長に提出してください。

【期間】　次の期間内に提出してください。
　　　　平成23年分…法定申告期限から５年以内
　　　　平成22年分…法定申告期限から１年以内

● 税額を少なく申告していたとき
　「修正申告」をして正しい税額に修正してください。
なお、修正申告によって新たに納める税額は、修正申
告書を提出する日（納期限）までに延滞税と併せて納
付してください。

● 確定申告を忘れていたとき
確定申告をしなければならないのに、確定申告をする

ことを忘れていたときは、できるだけ早く申告するよ
うにしてください。申告の必要があるにもかかわらず、
確定申告をしなかった場合には、税務署長が税額等を
決定します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※延滞税は、法定納期限（平成23年分の所得税は平

成24年３月15日㈭、消費税及び地方消費税は平成
24年４月２日㈪の翌日から納付する日までの期間
についてかかります。

※修正申告をする場合や提出期限に遅れて申告した場
合などには、新たに加算税が賦課される場合があり
ます。

※「更正の請求書」「修正申告書」は国税庁ホーム
ページからダウンロードできます（税務署にも用意
してあります。）。

………………………………………………………………
手続きなどについて、お分かりにならない点がありま
したら、国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）を
ご覧いただくか、佐久税務署（TEL. 0267－67－
3460）にお尋ねください。

接種回数と
標準的な接種年齢 H24年度　接種対象者

希望があれば接種可能な年齢
H７年６月1日～H19年４月1日生まれ

（20歳未満まで接種可能）

１　
期

初回　２回接種
　　　３歳～４歳

①<標準的な接種対象者>
　○個別接種
　　18年4月生～3歳の誕生日を迎えた人　　
　　（H22年3月生まで）

②<標準的な接種対象者以外の方>　
　○個別接種
　　小学1・2・3年生
　　（H15年4月～H18年3月生）
　○集団接種
　　10・11・12歳（小学校4・5・6年生）
　　は１期追加接種

①<未接種（まったく接種していない場合）>
　　１期初回：６日以上の間隔で接種
　　１期追加：１期初回２回を終了し、
　　　　　　　おおむね１年後接種

②<1回以上接種してある場合>
　　残りを6日以上の間隔で接種

追加　１回接種
　　　４歳〜５歳

平成24年度の日本脳炎予防接種のお知らせ平成24年度の日本脳炎予防接種のお知らせ
　「平成24年度健康カレンダー  予防接種」に記載されている対象者に加え、下記のとおり対象範囲が拡大されました。

※　接種対象の方にはお知らせの通知があります。
※　２期の接種に関してはまだ積極的な接種にはなっておりませんが、希望があれば接種は可能ですので、役場環境

保健係までご相談下さい。

お問い合わせ先 役場町民課環境保健係　電話：56−2311　有線2311

佐久税務署からのお知らせ 確定申告が間違っていたときは

環境保健係
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参
加
費　
21
万
８
千
円
～
54
万
５
千
円

　
　
　
　
（
予
定
・
共
通
経
費
別
途
）

締　
切　
６
月
１
日
㈮
及
び
11
日
㈯

　
　
　
　
＊
事
業
に
よ
り
異
な
り
ま
す

お
問
い
合
わ
せ
先
・
資
料
請
求
先

㈶
国
際
青
少
年
研
修
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.kskk.or.jp

郵
便
番
号　
１
０
８
─
０
０
７
３

東
京
都
港
区
三
田
５
─
７
─
８
─
９
２
１

電　
話　
０
３
（
６
４
５
９
）
４
６
６
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
３
（
６
４
５
９
）
４
６
３
３

メ
ー
ル　

info@
kskk.or.jp

　
平
成
24
年
２
月
か
ら
、
後
見
制
度
支
援
信
託

の
仕
組
み
に
沿
っ
た
信
託
商
品
が
複
数
の
金
融

機
関
か
ら
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

後
見
制
度
支
援
信
託
と
は

　
後
見
制
度
支
援
信
託
は
、
ご
本
人
の
財
産
の

う
ち
、
日
常
的
な
支
払
を
す
る
の
に
必
要
十
分

な
金
銭
を
預
貯
金
等
と
し
て
親
族
後
見
人
が
管

理
し
、
通
常
使
用
し
な
い
金
銭
を
信
託
銀
行
等

に
信
託
す
る
仕
組
み
の
こ
と
で
す
。

　
後
見
制
度
支
援
信
託
を
利
用
す
る
と
、
信
託

財
産
を
払
い
戻
し
た
り
、
信
託
契
約
を
解
約
し

た
り
す
る
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
家
庭
裁
判
所
が

発
行
す
る
指
示
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

お
知
ら
せ

T
A
T
E
S
H
IN
A
 IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

小
学
生
～
高
校
生
の
た
め
の

夏
休
み
海
外
派
遣 
参
加
者
募
集

　
文
部
科
学
省
所
管
の
財
団
法
人
・
国
際
青
少

年
研
修
協
会
で
は
、
10
事
業
の
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
体
験
を
通
し
て
、
お
互
い
の
理

解
や
交
流
を
深
め
、
国
際
性
を
養
う
こ
と
を
目

的
に
実
施
し
ま
す
。
お
ひ
と
り
で
ご
参
加
に
な

る
方
が
８
割
以
上
、
は
じ
め
て
海
外
へ
行
か
れ

る
方
が
６
割
以
上
の
ご
参
加
で
す
の
で
、
事
前

研
修
会
で
は
仲
間
作
り
か
ら
丁
寧
に
指
導
い
た

し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
参
加
い
た
だ
け
ま

す
。　

内　
容　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

文
化
交
流
・
学
校
体
験
・
英
語
研

修
・
地
域
見
学
・
野
外
活
動
な
ど

派
遣
先　
米
国
・
英
国
・
豪
州
・
カ
ナ
ダ
・
サ

イ
パ
ン
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
フ
ィ
ジ
ー

日　
程　
７
月
26
日
㈭
～
８
月
14
日
㈫

　
　
　
　
８
～
18
日
間

　
　
　
　
＊
事
業
に
よ
り
異
な
り
ま
す

対　
象　
小
３
～
高
３
の
方
ま
で

　
　
　
　
＊
事
業
に
よ
り
異
な
り
ま
す

説
明
会　
全
国
14
都
市
、
５
月
下
旬　
　
　
　
　

　
　
　
　
＊
入
場
無
料
・
予
約
不
要

TATESHINA INFORMATION

　
こ
の
よ
う
に
、
後
見
制
度
支
援
信
託
は
、
ご

本
人
の
財
産
の
適
切
な
管
理
・
利
用
の
た
め
の

方
法
の
一
つ
で
す
。

後
見
制
度
支
援
信
託
を
利
用
す
る
場
合
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
続
の
流
れ

①
後
見
開
始
事
件
又
は
未
成
年
後
見
人
選
任
事

件
の
う
ち
、
家
庭
裁
判
所
が
後
見
制
度
支
援

信
託
の
利
用
を
検
討
す
べ
き
と
判
断
し
た
場

合
に
は
、
原
則
と
し
て
弁
護
士
、
司
法
書
士

等
の
専
門
職
を
後
見
人
に
選
任
し
ま
す
。

②
専
門
職
後
見
人
は
、
ご
本
人
の
生
活
状
況
や

財
産
状
況
を
踏
ま
え
て
、
後
見
制
度
支
援
信

託
の
利
用
に
適
し
て
い
る
と
判
断
し
た
場
合

に
は
、
利
用
す
る
信
託
銀
行
や
信
託
す
る
財

産
の
額
な
ど
を
設
定
し
、
家
庭
裁
判
所
の
指

示
を
受
け
て
、
信
託
契
約
を
締
結
し
ま
す
。

③
信
託
契
約
締
結
後
、
関
与
の
必
要
が
な
く
な

れ
ば
専
門
職
の
後
見
人
は
辞
任
し
、
親
族
の

後
見
人
に
対
し
て
、
財
産
の
引
継
ぎ
が
行
わ

れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先
・
資
料
請
求
先

長
野
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課
庶
務
係

電
話　
０
２
６
（
４
０
３
）
２
０
０
８

　
東
日
本
大
震
災
及
び
長
野
県
北
部
地
震
に
関

す
る
電
話
無
料
相
談
窓
口
「
復
興
サ
ポ
ー
ト
ダ

イ
ヤ
ル
な
が
の
」
を
設
置
し
て
、
震
災
に
関
す

る
相
談
窓
口
を
開
い
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
４

月
１
日
か
ら
各
種
無
料
相
談
窓
口
に
変
更
い
た

し
ま
し
た
。

　
よ
り
具
体
的
な
内
容
の
相
談
を
受
け
付
け
る

こ
と
に
よ
り
、
具
体
的
な
サ
ポ
ー
ト
が
行
え
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

◎
登
記
・
相
続
１
１
０
番

　
月
～
金
曜
日　
正
午
～
午
後
３
時

　
専
用
電
話　
０
２
６
─
２
３
２
─
９
１
１
０

◎
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
・
悪
質
商
法
１
１
０
番

　
月
～
金
曜
日　
正
午
～
午
後
３
時

　
専
用
電
話　
０
２
６
─
２
３
３
─
４
１
１
０

◎
日
替
わ
り
１
１
０
番

　
月
曜
日
：
企
業
法
務

　
　
　
　
　
（
第
１
・
第
３
・
第
５
月
曜
日
）

　
　
　
　
：
労
働
（
第
２
、
第
４
月
曜
日
）

　
火
曜
日
：
借
地
借
家
（
毎
週
）

　
水
曜
日
：
夫
婦
・
親
子
（
毎
週
）

　
木
曜
日
：
成
年
後
見
（
毎
週
）

　
金
曜
日
：
小
額
ト
ラ
ブ
ル
（
毎
週
）

　
正
午
～
午
後
３
時

　
専
用
電
話　
０
２
６
─
２
３
２
─
２
１
１
０

※
相
談
窓
口
は
、
土
日
祝
日
、
８
月
14
日
～
16

日
、
12
月
29
日
～
１
月
３
日
を
除
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先
・
資
料
請
求
先

長
野
県
司
法
書
士
会　
相
談
事
業
部

電
話　
０
２
６
（
２
３
２
）
７
４
９
２

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

後
見
制
度
に
お
い
て

利
用
す
る
信
託

～
ご
本
人
の
財
産
の
適
切
な
管
理
・
利
用
の
た
め
に
～

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

司
法
書
士
電
話
無
料
相
談

窓
口
の
変
更
に
つ
い
て
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3 木 ひかり医院 小諸市 0267−22−8878
鈴木医院 小諸市 0267−26−1212

歯科 小林歯科医院 小諸市 0267−25−3708
4 金 小諸厚生総合病院 小諸市 0267−22−1070

御代田中央記念病院 御代田町 0267−32−4711
国保浅科診療所 浅科 0267−58−2100

歯科 岡田歯科医院 小諸市 0267−25−4182
5 土 須江医院 小諸市 0267−22−2060

田村医院 小諸市 0267−22−0048
歯科 土屋歯科医院 軽井沢町 0267−45−4512
6 日 甘利医院 小諸市 0267−22−0729

小諸南城クリニック 小諸市 0267−26−5222
御代田中央記念病院 御代田町 0267−32−4711

歯科 小池歯科医院 小諸市 0267−22−0130
13 日 関医院 小諸市 0267−22−2205

東小諸クリニック 小諸市 0267−25−8104
栁澤医院 立科町 0267−56−1045

歯科 もみの木歯科クリニック 立科町 0267−56−0648
20 日 武重医院 小諸市 0267−22−0171

高橋内科医院 小諸市 0267−23−8110
御代田中央記念病院 御代田町 0267−32−4711
岩下医院 立科町 0267−56−3908

歯科 聖清会林歯科診療所 御代田町 0267−32−3613
27 日 由井医院 小諸市 0267−22−0327

臼田医院 小諸市 0267−22−0483
高橋医院 望月 0267−53−2366

歯科 ながい歯科医院 立科町 0267−56−1165

電 話 内 線
ハートフルケアたてしな 56−1955 4501
白樺高原総合観光センター 55−6201
中央公民館（事務室） 56−2311 4000
たてしな人権センター 56−0059 5936
こども未来館（児童館） 56−0248 8888
老人福祉センター 56−1825 4091
体育センター 56−3373 3008
立科温泉　権現の湯 56−0606 4126
ふるさと交流館「芦田宿」 4050
交流促進センター「耕福館」 51−4151 4200

救急当番医については、予告なく変更される場合がありますので、有線
放送、新聞又は当番医に直接確認の上、受診してください。休日・夜間
における医療機関等の情報提供　ナビダイヤル  0570−08−8199

休日緊急当番医連絡先

町のデータ ３月

● 午前９時〜午後５時（歯科  午前９時〜正午）

３月１日〜３月31日の状況

立科町役場　電話  56−2311　有線 2311
　　　　　　FAX  56−2310

行　事　予　定 　　保　　　　　健
1 火 結核検診：65歳以上
2 水 結核検診：65歳以上
8 火 結婚相談会 ３歳児健診：H21.１月～２月生
10 木 マレットゴルフ春季大会
12 土 第26回蓼北バレーボール大会
14 月 マンモグラフィ検診：40歳以上、偶数年齢の女性
15 火 マンモグラフィ検診：40歳以上、偶数年齢の女性
16 水 赤ちゃん相談室：H24.2月生
18 金 無料法律相談
22 火 　 すくすく教室：H23.10月～11月生

24 木 ２歳児おひさま広場：
１回目、H21.11月～H22.4月生

25 金 第16回
町長杯ゲートボール大会

27 日 県下一斉ゴミゼロ運動の日
29 火 特定計量器定期検査

人口 7,865（＋20） 出生 1
男 3,871（＋  7） 死亡 8
女 3,994（＋13） 転入 67

世帯数 2,805（＋11） 転出 31

出動
件数

年間
累計

交通
事故 3 9

その他 29 93
合計 32 102

発生
件数

年間
累計

建物
火災 1 4

その他 0 1
合計 1 5

発生
件数

年間
累計

空き巣
等 1 3

乗物盗 0 0
その他 0 1

今　年 最近10年間
の平均

気 

温

平　　均 2.2℃ 2.4℃
最高極日 19.1℃／30日 19.3℃／10年
最低極日 −9.7℃／13日 −8.8℃／10年

降　水　量 103.0mm 72.9mm
年間降水量 171.5mm 142.4mm
日 照 時 間 160.5時間 195.1時間

人 口 3月1日現在	 （　  ）内は前月比

気　象

救急 火災 犯罪

5 月町民カレンダー ● 軽自動車税（全期）
● 介護保険料：普通徴収（第２期）　　　納 税

６月の予定
・  ３㈰ 夏山開き・すずらん祭り
・  ６㈬ 赤ちゃん相談室：
	 H24.3月生（母乳相談）
・  ８㈮ すずらん学級ゲートボール大会
・10㈰ 立科町消防ポンプ操法

・ラッパ吹奏大会
・12㈫ １歳半児健診：

H22.8月～11月生
・13㈬ 第14回体育協会長杯

マレットゴルフ大会
・14㈭ ２歳児おひさま広場：
　　　  ２回目、H21.11月～H22.4月生
・15㈮ 第16回体育協会長杯

ゲートボール大会
・17㈰ 白樺高原ビーナスマラソン

in女神湖
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白樺
高原便り

　白樺高原にも、ようやく春がやってきました。シラカバやカラマツの芽吹きの季節となり、御泉水
自然園では、５月になると野鳥が繁殖期を迎え、小鳥たちがさわやかなさえずりを響かせます。バー
ドウオッチングに最適な季節となります。ぜひお出かけください。また、５月初旬には、御泉水自然
園のエゾムラサキツツジやミツバツツジが、淡いピンク色の花を咲かせます。５月下旬には、アズマ
シャクナゲが咲き始めます。花を眺めながら野鳥の声を聞いて、ゆっくり散策などされてみたらいか
がでしょうか。

　白樺高原では、蓼科山開き・蓼科牧場開きの神事の後、すずらん祭りを開催します。お祭りの中で
は、山菜の天ぷらや、つきたてお餅の振舞い、先着で根付きスズランをプレゼントします。
　また、蓼科牧場は、10月下旬まで「蓼科ふれあい牧場」としてヒツジやヤギをはじめ、ミニブタや
ウサギ、ミニチュアホースやアルパカも放牧され、動物とふれあうことができます。ぜひお出かけく
ださい。

◆ 開 催 日 時　　６月３日㈰　午前10時～
◆ 場　　　所　　蓼科牧場前広場
◆ お問合せ先　　白樺高原総合観光センター
 　　　　　　　　TEL. 0267－55－6201

エゾムラサキツツジアズマシャクナゲ

すずらん祭りのお知らせ

白樺高原総合観光センター
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ご入園・ご入学 おめでとうございます

千草保育園（24名）

三葉保育園（9名）

立科中学校（73名）

蓼科高等学校（108名）

立科小学校（59名）

若草保育園（12名）
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地
広
報
 た
て
し
な

地
球
環
境
保
全
の
た
め
、石
油
系
溶
剤
を
含
ま
な
い

VO
C
成
分
ゼ
ロ
の
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
ま
し
た
。


